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明けましておめでとうございます。 

昨年は世界情勢が気になる年でしたね。今年は平和な年になりますよう、お祈りいたします。 

さて、今年度から新しい例会の形にも挑戦しております。会員の皆さんの声をできるだけ反映していきたいと考えて

おりますので、ご意見ご要望がございましたら、山口までご連絡ください。 

また、入会・退会も随時受け付けております。  ※ホームページ右上の「問い合わせ」にてご連絡ください 

 

 

これからの例会のご案内 

 

☆新年会  聞香＆ランチ会 

今年の新年会は装いも新たに、日曜日のランチタイムに行うことにしました。 

皆様「聞香」ってご存知ですか。 “もんこう”と読みます。 

新春らしく徳川美術館のお茶室をサークルかんげき貸し切りでご一緒に「聞香」体験をいたしましょう。 

そののち、ランチ会場「ル・ピニョン」（徳川園北側）に移動して、皆様で新年会を楽しみたいと思います。 

                                     （ゲームもあります！） 

日  時：1 月 28 日（日） 

集  合：徳川美術館内 ロビーに 10：45（時間厳守） 

会  費：4,000 円（聞香体験、ランチ代金含む） 

※徳川美術館は 10 時開館ですから先に見学することも、 

 ランチ後に再入場して見学することも可能です。 

尚、徳川美術館チケットは各自ご購入下さい。 

申し込み：ホームページ右上の「問い合わせ」にてお申込ください 

※先着 24 名様  ※1 月 18 日（木）までにお願いします。 

 

 

☆三浦文彰ヴァイオリン リサイタル 

今回は、今もっとも注目を集めているヴァイオリニスト"三浦文彰"のリサイタルを取り上げました。 

2009 年世界最難関といわれるハノーファー国際コンクールに史上最年少 16 歳で優勝！ 

特に昨年度 NHK 大河ドラマ「真田丸」のテーマ音楽でヴァイオリン・ソロを演奏し話題を集めました。 

繊細で情熱的な演奏に加え、その甘いマスクでも大人気の"三浦文彰"さん

に癒されませんか？ 

 

日  時：3 月 3 日(土)  

集  合：12:45 正面玄関口  開場 13:00  開演 13:30  

会  場：三井住友海上しらかわホール 

名古屋市中区栄 2-9-15 

交通アクセス 地下鉄東山線・鶴舞線伏見駅より徒歩３分 

料  金：Ｓ席 6,800 円 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ：ベートーヴェン・ヴァイオリンソナタ第６番イ長調他 

申し込み：ホームページ右上の「問い合わせ」にてお申込ください 

※先着 10 名様   

 

 

出典：三浦文彰公式サイト 

http://avex.jp/fumiaki-miura/ 

http://avex.jp/fumiaki-miura/


 

会費納入のお願い 

2017 年度の会費（1,000 円）納入がまだの方はお振込みをお願いします。                           

口座 の詳細に関しましては、ホームページ右上の「問い合わせ」にてご連絡ください。 

 

 

例会報告 

 

7/29 ピースあいち「いわさきちひろ展」＆ランチ会 

 

子供が幼い頃読んだ絵本を思いだし懐かしく思い、今回の会に参加をしました。 

西形先生の講演「いわさきちひろの生きた時代」により、私たちは「いわさきちひろの世界」に引き込まれました。 

戦争の時に青春時代を過ごした事、望まぬ結婚、夫の死、そんな過去があると初めて知りました。 

絵本「戦火のなかの子どもたち」、紙芝居「おかあさんのはなし」など、子どもの平和としあわせを願った本も多数 朗

読して頂きました。黒一色で書かれた母の顔、鋭い目から訴えてくるもの、目力に圧倒されました。 

ピースあいちの戦争に関する展示も含め、今の平和な時代に感謝する機会も与えて頂き、有意義な一日となりました。 

楽しいランチもありがとうございました。       

 Ｔさん 

 

 

 

10/1「錦秋名古屋顔見世 」 

 

澄み切った秋晴れの日に、初日の錦秋名古屋顔見世を観劇させて頂きました。 

私は今回が二度目の歌舞伎鑑賞で、サークルかんげきの鑑賞会には初めての参加ながら、事前のおくだ健太郎さんの

解説もあり、とても楽しみに当日を迎えました。 

会場入口では、愛之助さんの奥様の藤原紀香さんもお客様をお迎えになられ、その美しいお着物姿にしばらく見とれ

ながら、特別席へと向かいました。母子の悲劇や、身分を超えた純愛など、どの演目も、余韻がずっと心に残る内容

でしたが、一番印象的だったのは、片岡愛之助さんが五変化を務められた、『蜘蛛絲梓弦』です。お小姓、太鼓持、座

頭、傾城薄曇太夫を次々と演じ分け、また、瞬時に、そのいでたち、微妙な表情から、怪しげな雲の精に成り代わる

見事な演技は圧巻でした。目の前で、雲の精が放つ雲の糸を見ることができたのも、歌舞伎ならではの演出を体感で 

き、初心者の私も歌舞伎の楽しさをひとつ覚えられた気持ちになりました。 

公演終了後は、アスナル金山に移動して、皆様から楽しいお話を伺いながらのお茶も、時間があっという間でした。

普段から観劇等を通して歴史にも文学にも造詣が深いサークルの皆様と ご一緒できるのは本当に楽しく、また勉強

になる事ばかりで、贅沢で充実した一日を過ごす

ことができました。 

役員の皆様には平素より会の運営をお世話頂き、

心より御礼申し上げます。これからも参加できる

機会をとても楽しみにしております。今後共どう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

K さん 


